
くろねこのロク空
そら

をとぶ 
インガ・ムーア／作・絵 なかがわちひろ／訳 徳間書店 

山にでかけた町ねこのロクは、山ねこのスコッ

トにさかなやうさぎのつかまえかたを教えてもら

いますが、うまくできずに、わらわれます。 

岩山のたまごをとろうとした２ひきは、母
は は

ワシ

に見つかり、おそわれます。スコットをたすけよ

うしたロクが、はずみでワシのせなかにのると、

ワシはそのまま空にとびたちました。 
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ビーだまのように、キラリと光る一冊を 
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かわうそオスカーのすべりだい 

ナサニエル・ベンチリー／さく アーノルド・ローベル／え こみやゆう/やく 好学社 

オスカーは、山のてっぺんから、ながいすべりだ

いをつくりました。そのオスカーを、はらぺこぎつ

ねがねらっています。ところが、そのきつねも、お

おかみに、ねらわれていたのです。おそわれたオス

カーがすべりだいににげこむと、うしろからほかの

どうぶつたちもすべってきました。 

 

 

こぶたのピクルス 

                      小風さち／文 夏目ちさ／絵 福音館書店 

ピクルスは、わすれものをしないことがじまん

のこぶたです。ある日、学校へいくとちゅうで、

はいたつをわすれた牛乳
ぎゅうにゅう

やさんにであいます。 

ピクルスは、かわりに牛乳をとどけてあげるこ

とにしました。けれどもピクルスは、だいじなこ

とをわすれていたのです。 

ピクルスは、かわりに牛乳をとどけてあげるこ

とにしました。けれどもピクルスは、だいじなこ

とをわすれていたのです。 

おーばあちゃんはきらきら 

たかどのほうこ／さく こみねゆら/え 福音館書店 

おーばあちゃんは、チイちゃんのひいおばあち

ゃんです。おーばあちゃんは、いつもふしぎなお話
はなし

をしてくれるので、まほうつかいみたいだと思っ

ていました。水色
み ず い ろ

のふくろの中で、友だちをまっ

ているさかなのお話や、おばけのおうちからきこ

えたわらいごえのお話･･････。チイちゃんは、お

ーばあちゃんがだいすきです。 

 

 

   

      

 

  

 

 

 

 

 
 

 

  
  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 



リトル・パパ 

パット・ムーン／作 もりうちすみこ/訳 タカタカヲリ／絵 文研出版 

２さいのベンジーは、はやくおおきくなりたくてた

まりません。そんなベンジーに、パパが「よろこんで

かわってやるよ！」といったとたん、二人が入れかわ

ってしまいました。  

おとなの体
からだ

になったベンジーは、夜中
よ な か

まであそんだ

り、車をうんてんしたりとやりたいほうだい。はんた

いに、パパはもとの体にもどろうとおおあわてです。 

 

アレハンドロの大旅行
だ い り ょ こ う

 

きたむらえり／さく・え 福音館書店 

アレハンドロは、かぞくみんながおしゃべりなの

に、ひとことも口をききません。しんぱいしたかぞ

くが、うらないしにそうだんしました。すると、       

うらないしは、「ひとりで、とおくの丘
お か

のちょうじょ

うまでいけば、話
は な

すようになる」といいました。ア

レハンドロは、丘にむかってしゅっぱつします。 

あめ・のち・ともだち 

北原未夏子／作 市居みか／絵 国土社 

トモキは、遠
と お

くへひっこしたゴウに、ひさしぶりに

会うのを楽
た の

しみにしていました。ところが、きゅうに

会えなくなったと聞いて、トモキはがっかり。そこへ

ゴウのママから「ゴウがいなくなった」という電話
で ん わ

が

かかってきました。トモキは、ひっこし前
まえ

にしたゴウ

とのやくそくを思いだし、家をとびだしました。 
 

 
 
 
 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



トヤのひっこし（えほん） 

イチンノロブ・ガンバートル／文 バーサンスレン・ボロルマー／絵 津田紀子／訳    

福音館書店 

春
は る

のおわり、モンゴルのそうげんにすむトヤのか

ぞくは、ひっこしをします。ラクダのせなかに、に

もつをのせ、ヒツジもつれて、しゅっぱつです。 

 あらしやおおかみにあいながらも、大きなさばく

をこえ、ゆたかな土地
と ち

へむかうようすをえがきます。 

あたし、アンバー・ブラウン！ 

        ポーラ・ダンジガー／作 若林千鶴／訳 むかいながまさ／絵 文研出版  

 アンバーの親友
し ん ゆ う

のジャスティンが、転校
て ん こ う

すること

になりました。アンバーは、さびしくてかなしいの

に、ジャスティンは、うれしそうに新
あたら

しい学校の話

をはじめます。  

じぶんのきもちをうまく伝
つ た

えられないふたりは、

ついに大げんかをして、口をきかなくなりました。 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 
 

 
 

  

  

   

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

とびばこバーン 

升井純子／作 おくはらゆめ／絵 講談社 

野
の

花
か

は、とびばこが苦手
に が て

です。そんな野花のクラ

スには、先生のみならいをしているみちる先生がい

ます。体育がとくいなみちる先生は、いつもあかる

くて元気
げ ん き

いっぱい。 

けれども、そんな先生にもなやみがありました。

それを知
し

った野花は、ふたりでれんしゅうをしよう

といいます。 

 

 

【 執筆：山田（婦中図書館） 】 


